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（て
い
と
う 

き
よ
し 
） 

（
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
事

務
局
、
郵
政
シ
ル
バ
ー
ユ
ニ
オ
ン

事
務
局
） 

 

６
月
の
１
９
日
か
ら
２
３

日
、
石
垣
島
と
沖
縄
島
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
梅
雨
が
明
け
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
輝
く

海
を
見
な
が
ら
の
ツ
ア
ー
で

し
た
が
、
情
勢
と
向
き
合
う
シ 

              

            

ビ
ア
な
現
実
と
も
向
き
合
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
の
ツ
ア
ー
、
オ
ー
ル
郵
政

沖
縄
連
帯
ツ
ア
ー
と
し
て
今

回
で
１
９
回
目
と
な
り
ま
す
。

私
が
事
務
局
を
務
め
る
郵
政 

              

退
職
者
組
合
（
シ
ル
バ
ー
ユ
ニ

オ
ン
）
が
呼
び
か
け
、
現
役
は

も
と
よ
り
家
族
友
人
を
誘
い

毎
年
３
～
４
回
連
帯
行
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年

辺
野
古
新
基
地
建
設
が
本
格

化
し
高
江
の
オ
ス
プ
レ
イ
ヘ

リ
パ
ッ
ト
建
設
が
強
行
さ
れ

る
頃
か
ら
の
行
動
で
す
。
今
回

は
ア
イ
ム
８
９
（
西
多
摩
教
組
）

女
性
部 

Å
の
会
と
の
コ
ラ
ボ

で
８
名
の
ツ
ア
ー
。 

 

６
月
１
９
日
に
石
垣
島
に

入
り
、
元
同
僚
（
神
奈
川
で
郵

政
労
働
者
と
し
て
活
動
、
退
職

後
実
家
に
帰
り
農
業
を
志
す
）

で
石
垣
基
地
建
設
に
反
対
し

続
け
て
い
る
仲
間
の
事
前
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
翌
日
、
彼

の
ガ
イ
ド
で
北
朝
鮮
軍
事
偵

察
衛
星
対
策
と
称
す
る
Ｐ
Ａ

Ｃ
３
ミ
サ
イ
ル
が
三
基
、
緊
急

配
備
さ
れ
た
南
ぬ
島
（
ば
い
ぬ

し
ま
）
周
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
。
こ
こ
は
観
光
客
で
賑
わ

う
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
目

と
鼻
の
先
。
１
７
万
ト
ン
の
超

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
５
０
０

０
名
の
ツ
ア
ー
客
を
乗
せ
て

接
岸
す
る
場
所
。
し
か
も
無
防

備
？
至
近
距
離
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
３

が
置
か
れ
て
い
る
す
ぐ
向
か

い
に
海
水
浴
客
ら
に
無
料
開

放
の
人
工
ビ
ー
チ
が
広
が
り

子
供
た
ち
の
遊
び
場
と
な
っ

て
い
る
。
石
垣
市
長
は
「
安
全

が
確
保
さ
れ
支
障
な
し
」
と
配

備
を
追
認
し
て
い
る
！ 

午

後
か
ら
は
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
が

配
備
さ
れ
た
石
垣
駐
屯
地
に

出
向
き
、
基
地
司
令
に
対
し

「
琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
に

反
対
し
石
垣
か
ら
ミ
サ
イ
ル

を
撤
去
す
る
こ
と
」
な
ど
抗

議
・
申
し
入
れ
を
行
う
。
陸
自

立
川
や
空
自
入
間
基
地
と
同

様
、
銃
を
携
帯
し
た
広
報
担
当

等
（
若
い
女
性
も
）
が
愛
想
よ

く
対
応
す
る
。 

 

２
１
日
沖
縄
島
に
に
わ
た

り
、
翌
日
辺
野
古
新
基
地
建
設

現
場
と
土
砂
搬
出
現
場
安
和
・

塩
川
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

こ
の
日
は
岸
田
来
沖
警
備
の

た
め
工
事
は
中
止
、
ゲ
ー
ト
前
、 

積
み
出
し
の
攻
防
は
「
不
戦
勝
」

で
し
た
。
夕
方
緊
急
に
県
庁
前 

       

      

広
場
で
開
か
れ
た
オ
ー
ル
沖

縄
会
議
呼
び
か
け
の
辺
野
古

新
基
地
建
設
断
念
請
願
署
名

５
６
万
筆
が
国
会
で
審
議
な

し
で
葬
ら
れ
た
こ
と
に
対
す

る
オ
キ
ナ
ワ
の
怒
り
の
集
会

に
も
参
加
。
翌
２
３
日
は
「
沖

縄
慰
霊
の
日
」
岸
田
首
相
警
備

の
た
め
に
全
国
か
ら
動
員
さ

れ
た
警
備
機
動
隊
に
あ
ふ
れ

平
和
祈
念
公
園
は
異
常
な
状

況
、
誰
の
何
の
た
め
の
「
慰
霊

の
日
」
だ
‼ 

私
た
ち
は
「
魂

魄
の
塔
」
横
の
広
場
で
開
催
さ

れ
た
国
際
反
戦
沖
縄
集
会
に

参
加
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
の

反
戦
団
体
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル

も
あ
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
は
そ

の
日
の
夕
方
、
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。 

 

毎
回
毎
回
実
り
多
い
貴
重

な
経
験
が
で
き
る
沖
縄
連
帯

ツ
ア
ー
で
す
が
、
少
し
で
も
オ

ス
プ
レ
イ
反
対
、
横
田
基
地
撤

去
行
動
と
連
動
で
き
る
運
動

に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 

ミ
サ
イ
ル
基
地
の
最
前
線
に

置
か
れ
る
石
垣
島
を
訪
れ
て 

 

 

県庁前広場集会 

石垣駐屯地 
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小
林 
緑 

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
・

国
立
音
学
大
学
名
誉
教
授
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

地
元
の
方
々
に
よ
る
切
実

感
き
わ
ま
る
「
横
田
基
地
問
題

を
考
え
る
会
」
の
運
動
に
、
い

つ
も
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
し

た
。
そ
ん
な
私
に
ニ
ュ
ー
ス
原

稿
を
書
く
よ
う
提
案
頂
い
た

の
は
、
実
働
の
女
性
メ
ン
バ
ー

と
の
お
付
き
合
い
の
お
か
げ

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！ 女

性
問
題
に
気
付
き
始
め

た
１
９
８
０
年
こ
ろ
行
き
会

っ
た
『
最
後
の
植
民
地
』（
新
潮 

社
、
１
９
７
９

）。
女
性
作
曲
家 

     

無
視
の
淵
源
が
こ
こ
に
？
と

う
す
う
す
感
じ
て
い
た
身
に

は
、
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
『
赤
い
靴
を

履
い
て―

作
家
・
有
吉
佐
和
子
』

（
２
０
２
３/

６/

４

）
は
な
ん
と
も

衝
撃
的
し
た
。
番
組
に
登
場
し

た
共
訳
者
の
フ
ラ
ン
ス
女
性

が
、
ブ
ノ
ワ
ト
・
グ
ル
ー
（
１
９

２
０
－
２
０
１
６

）
の
ベ
ス
ト
・
セ

ラ
ー
『
女
は
か
く
あ
れ
』（
１
９

７
５
）
を
知
っ
た
有
吉
が
、
即
、

翻
訳
を
提
案
、
訳
題
も
提
案
し

た
、
と
打
ち
明
け
た
か
ら
で
す
。 

有
吉
と
い
え
ば
、
『
複
合
汚

染
』、『
恍
惚
の
人
』。
も
っ
ぱ
ら

社
会
派
の
作
家
（
１
９
３
１-

８
４

）

だ
し
、
文
系
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

と
は
縁
遠
い
と
思
い
込
ん
で

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
こ

か
の
未
開
地
で
は
な
く
、
女
と

い
う
存
在
が
“
最
後
の
植
民
地
”

な
の
だ
と
喝
破
し
た
原
著
の

意
義
を
捉
え
、
訳
題
と
し
た
有

吉
の
慧
眼
は
、
す
ご
い
！
久
し

ぶ
り
に
大
興
奮
、
舞
い
上
が
り

ま
し
た
。 

 

加
え
て
、
社
会
問
題
の
不
正

を
暴
く
の
は
当
た
り
前
、
美
術

文
芸
で
は
女
性
差
別
の
論
議

は
熱
い
の
に
、
２
１
世
紀
も
４

半
世
紀
の
い
ま
、
こ
の
国
で
は

ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
を
ア
リ

バ
イ
が
わ
り
に
取
り
上
げ
て

自
己
満
足―

ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
界
こ
そ
、「
最
後
の
、
そ
の
ま

た
最
後
の
植
民
地
」
の
ま
ま
じ

ゃ

ん

と

苛

立

つ

私

に

“

F
E

S
T

IV
A

L
 

U
N

 
T

E
M

P
S

 
P

O
U

R
 

E
L

L
E

S

”

の
お
知
ら
せ
（
４
月
２
５
日

、

co
n

tact@
ellesw

o
m

en
n

co
m

p
o

s

ers.co
m

）
が
届
い
た
の
で
す
。 

無
理
に
訳
せ
ば
「
女
性
音
楽

家
が
輝
く
と
き
」
と
な
り
ま
す

が
、
な
ん
と
、
パ
リ
近
郷
の
歴

史
的
建
造
物
８
つ
を
舞
台
に
、

１
０
０
人
超
の
演
奏
家
、
１
４

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
５
０
人
の

女
性
作
曲
家
を
取
り
上
げ
る

と
か(

６/

１
０-
７/

９)

！
腸
の
不

具
合
に
悩
ま
さ
れ
、
姉
妹
間
で

の
実
家
解
体
・
売
却
問
題
で
半

狂
乱
状
態
だ
っ
た
私
は
、
参
観

は
叶
わ
ず
、
添
付
メ
ー
ル
の
細

か
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
読
む
だ

け
、
遺
書
代
わ
り
に
も
活
用
で

き
る
と
の
意
気
込
み
は
、
あ
え

な
く
萎
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

が…

と
に
か
く
前
代
未
聞
の

壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目

白
押
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
も
う
、

女
性
は
最
後
の
植
民
地
で
は

な
い
？
反
し
て
日
本
は…

 

有
吉
が
Ｅ
Ｔ
Ｖ
の
タ
イ
ト
ル

に
あ
る
よ
う
な
赤
い
靴
を
履

い
て
踊
っ
た
か
ど
う
か
、
わ
か

り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
で
も
踊
り
、

歌
、
楽
器
、
見
栄
え
、
衣
装
な

ど
、
女
の
領
分
と
さ
れ
る
事
柄

を
取
り
入
れ
て
こ
そ
、
環
境
、

差
別
、
医
療
な
ど
、
植
民
地
政

策
な
ど
の
社
会
改
革
も
進
む

は
ず
、
と
考
え
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
の
夕
食
を
作
っ
た
の
は
誰

か
？
』
と
い
う
本
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
私
も
全
く
知
ら
ず

に
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
春
よ

う
や
く
出
版
で
き
た
拙
著
『
ポ

リ
ー
ヌ
に
魅
せ
ら
れ
て
』（
２
０

２
３

、
梨
の
木
舎
）
に
寄
せ
ら
れ

た
感
想
文
に
、
上
記
の
訳
書

(

河
出
書
房
新
社
、
２
０
２
１)

が

引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
ち

な
み
に
拙
著
の
タ
イ
ト
ル
に

あ
る
“
ポ
リ
ー
ヌ
”
と
は
、
ポ

リ
ー
ヌ
・
ガ
ル
シ
ア
＝
ヴ
ィ
ア

ル
ド
（
１
８
２
１-

１
９
１
２

）
の
こ

と
。
オ
ペ
ラ
女
優
と
讃
え
ら
れ

全
欧
の
め
ぐ
り
、
作
曲
家
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
教
育
者
、
肖
像
画

家
と
し
て
も
傑
出
、
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
サ
ン
ド
、
シ
ョ
パ
ン
、
ツ

ル
ゲ
ー
ネ
フ
な
ど
名
だ
た
る

同
時
代
者
た
ち
を
魅
了
し
た

女
性
音
楽
家
で
し
た
。 

「
歌
と
い
え
ば
美
空
ひ
ば

り
の
私
、
オ
ペ
ラ
の
世
界
と
は

縁
遠
い
の
で
す
が…

ポ
リ
ー

ヌ
は
恵
ま
れ
た
才
能
を
各
方

面
で
開
花
さ
せ
、
可
能
性
に
満

ち
た
時
代
を
力
強
く
牽
引
し

た
人…

そ
の
活
動
が
制
約
と

の
闘
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
１

５
６
頁
の
絵
が
表
し
て
い
ま

す
ね
」
。
拙
著
へ
の
お
手
紙
を

抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
ま
ず
そ
の
問
題
の
絵
を
、

よ
ぉ
ー
く
ご
覧
く
だ
さ
い[

図

版]

！
： 

出
典
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
女
性

と
音
楽
協
会
」
が
２
０
０
６
年 

に
刊
行
し
た
冊
子
。
そ
の
裏
表

紙
に
こ
の
絵
が
使
わ
れ
て
い 

る
の
で
す
が
、「
女
子
リ
セ[

職

業
高
校]

に
お
け
る
ピ
ア
ノ
教

育
」
と
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
小 

ポ
リ
ー
ヌ
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト 

 
 

有
名
だ
け
ど
無
名
の
女
た
ち 
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さ
く
、
“
生
徒
に
料
理
と
音
楽

を
兼
ね
て
教
え
る
こ
と
が
出

来
る
道
具
”
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
、
あ
ま
り
に
も
グ
ロ
テ

ス
ク
な
こ
ん
な
道
具
は
も
ち

ろ
ん
実
際
に
は
な
か
っ
た
も

の
で
す
が
、
女
性
と
音
楽
と
教

育
を
、
ハ
ナ
か
ら
馬
鹿
に
し
た

カ
リ
カ
チ
ュ
ア
に
、
呆
れ
る
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

 
 

さ
て
、
社
会
科
教
師
の
長
い

実
績
か
ら
批
判
精
神
を
磨
き

上
げ
た
感
想
文
の
送
り
主
が

拙
著
を
入
手
さ
れ
た
の
は
、
東

京
藝
大
楽
理
科
の
私
の
同
級

生
が
多
数
買
い
上
げ
、
配
っ
た 

相
手
の
お
一
人
だ
っ
た
か
ら

で
、
私
は
一
面
識
も
な
い
の
で

す
が
、
届
い
た
お
手
紙(

感
想
文) 

の
一
言
一
句
に
唸
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
と
く
に
上
記
の 

 
 

 
 

戯
画
に
つ
い
て
、
ス 

 
 

 
 

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
フ 

 
 

 
 

ェ
ミ
ニ
ス
ト
評
論 

 
 

 
 

家
、
カ
ト
リ
ー
ン
・ 

 
 

 
 

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
マ 

 
 

 
 

ル
サ
ル
の
著
書
『
ア 

 
 

 
 

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
夕 

 
 

 
 

食
を
作
っ
た
の
は 

 
 

 
 

誰
か
』(

原
著
出
版

は
２
０
１
５)

を
引
き
合
い
に
、

経
済
学
を
打
ち
立
て
た
ス
ミ

ス
（
１
７
２
３-

９
０
）
は
女
性
が

担
う
ケ
ア
の
分
野
を
全
く
無

視
し
て
い
る
、
と
糾
弾
さ
れ
た

こ
と
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
著
名

人―

つ
ま
り
男
性
権
威―

の

業
績
に
付
き
ま
と
う
問
題
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
巨
匠
／

大
作
曲
家
に
も
通
底
し
ま
す
。

た
と
え
ば
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

場
合
、
妻
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
エ
に

つ
い
て
は
実
生
活
上
の
貢
献

に
は
全
く
目
も
く
れ
ず
、
夫
妻

の
居
住
地
ウ
ィ―

ン
に
近
い

温
泉
地
バ
ー
デ
ン=

バ
ー
デ
ン

に
、
夫
を
残
し
て
ひ
と
り
保
養

に
出
か
け
た
こ
と
を
以
て
悪

妻
呼
ば
わ
り
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
。 

と
こ
ろ
が
慌
て
て
入
手
し

た
マ
ル
サ
ル
の
本
、
「
こ
れ
か

ら
の
経
済
と
女
性
の
話
」
と
の

副
題
が
実
に
意
味
深
長
な
の

で
す
。
中
身
は
女
性
差
別
の
歴

史
、
問
題
点
を
総
点
検
し
た
趣

で
、
こ
れ
一
冊
読
め
ば
筋
金
入

り
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
な
れ

そ
う
！
世
界
２
０
ヶ
国
語
に

翻
訳
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
・
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
紙
の
「
ブ
ッ
ク
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
に
選
出
さ

れ
た
の
も
納
得
で
し
た
。
生
涯

独
身
だ
っ
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

と
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
共
に

し
、
家
の
こ
と
を
全
て
引
き
受

け
、
死
ぬ
ま
で
そ
の
世
話
を
し

た
の
は
、
母
親
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

で
し
た
。
け
れ
ど
息
子
は
膨
大

な
著
作
の
中
で
、
母
親
の
こ
と

は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
ら

し
い
の
で
す…

 

         
ポ
リ
ー
ヌ
の
生
涯
は
１
９

世
紀
の
伝
統
的
職
人
家
系
の

良
俗
に
護
ら
れ
、
外
面
的
に
は

女
性
差
別
に
苛
ま
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は

い
え
今
日
本
は
お
ろ
か
母
国

フ
ラ
ン
ス
で
さ
え
、
い
ま
だ
に

「
知
ら
れ
ざ
る
」
女
性
の
一
人 

で
し
か
な
い…

拙
著
は
遺
言 

                     

書
の
意
味
も
込
め
て
書
き
上

げ
た
の
で
す
が
、
せ
め
て
、
性

別
を
超
え
て
親
し
い
仲
間
に

は
、
ポ
リ
ー
ヌ
の
こ
と
も
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
の
こ
と
も
、
き
ち
ん

と
判
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
も

う
ひ
と
踏
ん
張
り
す
る
覚
悟

で
す
。 

                     

 

 

９月２１日（木） 上映９０分 
①１３：３０～  ②１６：００～  ③１８：３０～ 

なかのゼロ小ホール（中野駅南口徒歩８分） 

前売り一般：1200 円 大学生以下 500 円  

当日 一般：1300 円 大学生以下 500 円 

【お問い合わせ】東京革新懇☎ 03－3947-790１ 

（
映
画
）

荒
野
に
希
望 

 
 

の
灯
を
と
も
す 

一本の用水路を 

モーツァルト 

モーツアルト 
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砂
山 
洋
一 

（
東
村
山
革
新
懇
） 

          

私
の
住
む
東
村
山
市
は
、
米

軍
横
田
基
地
か
ら
１
０
キ
ロ

圏
内
の
自
治
体
で
す
。
多
摩
地

域
の
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
」
で
は

具
体
的
な
動
き
は
聞
い
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

昨
年
１
１
月
２
５
日
に
は
「
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
） 

か
ら
市
民
の
生
命
を
守
る
連 

    

絡
会
」
が
防
衛
大
臣
に
「
今
回 

の
血
中
濃
度
の
分
析
結
果
、
汚

染
源
だ
と
強
く
疑
わ
れ
る
米

軍
基
地
立
ち
入
り
調
査
に
つ

い
て
、
防
衛
相
は
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
か
」
「
汚
染

源
を
解
明
す
る
た
め
に
、
沖
縄

県
は
基
地
周
辺
の
土
壌
調
査
・

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
着
手
し

た
が
、
国
は
沖
縄
県
と
協
力
し

て
基
地
内
外
に
置
い
て
、
よ
り

精
緻
な
調
査
を
実
施
し
な
い

か
」
と
質
問
し
て
い
る
。 

 

２
０
２
３
年
１
月
３
１

日
の
東
京
新
聞
は
、「
東
京
多

摩
地
域
の
住
民
を
対
象
と
し

た
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
血

液
検
査
の
中
間
報
告
は
、
多

く
の
住
民
の
将
来
の
健
康
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
た
。
国
は
新
た
な
規

制
の
議
論
を
続
け
る
が
、
知

見
が
少
な
い
と
し
て
即
座
に

強
化
す
る
こ
と
に
は
消
極
的

だ
。
識
者
か
ら
は
『
海
外
の

例
を
参
考
に
先
回
り
し
て
対

策
す
べ
き
』」
と
の
記
事
を

「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規
制 

知
見
不

足
、
腰
重
く
」
と
の
見
出
し

で
き
び
し
い
指
摘
を
し
た
。 

 

多
摩
地
域
で
は
、
８
７

人
の
う
ち
約
２
４
％
に
当
た

る
２
１
人
が
指
標
地
を
上
回

り
、
沖
縄
地
域
の
調
査
結
果

よ
り
も
事
態
は
深
刻
だ
と
指

摘
、
記
事
は
「
健
康
影
響
の

懸
念
か
ら
、
欧
米
で
は
規
制

強
化
の
う
ご
き
が
強
ま
る
。

米
環
保
護
庁
は
昨
年
６
月
目

標
値
で
水
道
水
１
リ
ッ
ト
ル

あ
た
り
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
０
・

０
２
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下
、
Ｐ

Ｓ
Ｏ
Ａ 

は
０
・
０
０
４
ナ

ノ
グ
ラ
ム
以
下
と
す
る
新
基

準
を
発
表
。
米
疾
病
対
策
セ

ン
タ
ー
な
ど
は
、
⓵
免
疫
力

低
下
、
②
脂
質
代
謝
異
常
、

③
胎
児
や
子
ど
も
の
発
育
障

害
、
④
腎
が
ん
ー
の
４
項
目

で
悪
影
響
を
及
ぼ
す
十
分
な

根
拠
が
あ
る
と
し
た
」
と
ま

と
め
て
い
る
。
こ
の
記
事
に

関
連
し
て
小
池
百
合
子
知
事

は
、
住
民
団
体
が
求
め
る
東

京
都
主
体
の
血
液
検
査
に

は
、「
国
と
も
連
携
し
、
都
民

の
健
康
と
安
全
守
る
た
め
に

適
切
に
対
応
す
る
」
と
し
た

が
、
国
の
調
査
は
２
７
年
度

ま
で
の
予
定
で
、「
調
査
対
象

に 

都
民
は
ふ
く
ま
れ
な

い
」
無
責
任
な
や
り
方
に
は

ふ
れ
な
い
説
明
で
に
げ
て
い

る
。
都
民
の
い
の
ち
を
守
る

具
体
策
は
示
さ
な
い
。 

 

米
軍
横
田
基
地
周
辺
な

ど
多
摩
地
域
の
地
下
水
や
水

道
水
か
ら
、
発
が
ん
性
や
免

疫
抑
制
な
ど
「
健
康
影
響
が

指
摘
さ
れ
る
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
検

出
」
さ
れ
て
い
る
問
題
で
日

本
共
産
党
が6

月2
9

日
、

防
衛
相
の
担
当
者
が
米
軍
横

田
基
地
で
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
１
２
年
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

漏
出
が
３
件
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
た
と
公
表
し
た
。
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
含
む
泡
消
火
剤
の
横 

田
基
地
で
の
使
用
に
つ
い

て
、
防
衛
、
外
務
、
環
境
な

ど
の
各
省
へ
の
聞
き
取
り

で
、
防
衛
相
が
漏
出
量
に
つ

い
て
「
米
軍
側
か
ら
確
認
が

と
れ
て
い
な
い
」
と
無
責
任

な
回
答
を
し
て
い
る
が
、
東

村
山
市
や
市
民
的
と
り
く
み

は
見
え
て
こ
な
い
現
状
が
重

い
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
は

「
横
田
基
地
を
な
く
す
課

題
」
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
は

い
な
い
か
。
横
田
基
地
調
査

に
立
ち
は
だ
か
る
日
米
安
保

条
約
、
日
米
地
位
協
定
が

「
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
を
保

障
す
る
憲
法
を
超
え
て
い
る

現
実
」
を
ど
の
よ
う
に
変
え

て
い
く
の
か
が
と
わ
れ
て
い

る
。
切
歯
扼
腕
で
は
事
態
は

変
わ
ら
な
い
。 

  

    

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
か
ら
の
大
き
な
変
化
は
、

テ
レ
朝
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ/

Ｎ
Ｈ 

Ｋ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
解
説 

 
 

（
５
ペ
ー
ジ
下
段
へ
） 

横
田
基
地
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
を

阻
む
日
米
安
保
と
地
位
協
定 

 

 

多
摩
地
域
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

地
下
浸
透
は
死
活
問
題 

 

２
０
２
２
年
２
月
２
４

日
ロ
シ
ア
が
国
連
憲
章

を
蹂
躙
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
以
降
の
変
化 
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員
と
し
て
防
衛
省
防
衛
研
究

室
の
高
橋
彬
雄
室
長
は
じ
め

兵
頭
真
治
研
究
主
幹
な
ど
が

当
然
の
顔
を
し
て
テ
レ
ビ
に

映
る
。
防
衛
省
防
衛
研
究
室

は
、
防
衛
省
職
員
だ
。
政
府

の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
コ
メ

ン
ト
で
し
た
り
顔
で
解
説
す

る
。
高
橋
室
長
は
、「
ア
メ
リ

カ
の
戦
争
に
日
本
が
ま
き
こ

ま
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
平

然
と
言
っ
て
の
け
る
。 

 
 

私
は
、
テ
レ
朝
や
Ｔ
Ｂ

Ｓ
に
電
話
し
て
、
国
際
法
の

研
究
者
、
世
界
平
和
を
研
究

す
る
研
究
者
、
国
際
政
治
を

専
門
と
す
る
人
が
存
在
す
る

の
に
「
な
ぜ
防
衛
省
の
人
間

が
解
説
す
る
の
か
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
人
選
は
し
な
い

の
か
」
と
問
い
か
け
た
。
担

当
職
員
は
、「
そ
の
よ
う
な
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
担
当
に

伝
え
ま
す
」
と
回
答
す
る

も
、
事
態
改
善
し
な
い
。
む

し
ろ
、
当
た
り
前
の
よ
う
に 

 

テ
レ
ビ
で
解
説
も
ど
き
の
説 

明
を
し
て
い
る
。 

 

昨
今
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
多
く
が
「
批
判
す
る
矜

持
」
を
な
く
し
て
い
る
。「
多

摩
地
域
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
」

で
気
を
吐
い
て
い
る
の
は
東

京
新
聞
と
赤
旗
く
ら
い
だ
。

南
西
諸
島
へ
の
「
自
衛
隊
ミ

サ
イ
ル
基
地
建
設
問
題
」
で

は
、
東
京
新
聞
、
赤
旗
新

聞
、
沖
縄
の
地
方
紙
２
紙
く

ら
い
で
、
問
題
の
本
質
を
掘

り
下
げ
て
記
事
を
つ
く
る
ス

タ
イ
ル
が
投
げ
す
て
ら
れ
て

い
る
現
状
は
悲
し
す
ぎ
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
お
お
く
の
幹
部

が
、
平
然
と
時
の
総
理
と
会

食
し
て
い
る
状
況
は
、
世
界

的
に
も
「
異
常
事
態
」
だ
。

こ
の
よ
う
な
報
道
機
関
が
日

本
全
体
を
支
配
し
て
い
る
か

ら
「
も
の
い
う
コ
メ
ン
テ
イ

タ
ー
が
消
さ
れ
て
い
く
」
現

実
に
暗
澹
と
し
て
し
ま
う
。 

  

   

Ｗ
Ｂ
Ｃ
平
和
な
闘
い
春
う
ら
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

和
子 

 

竿
伸
ば
し
枇
杷
の
実
採
り
し
夕
べ
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
す
み 

 

ア
ナ
ベ
ル
（
白
あ
じ
さ
い
）
が
ダ
ン
ス
し
て
る
と
真
似
す
る
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

智
恵
子 

 

（
広
島
忌
）
風
入
れ
名
簿
死
者
も
耳
欹
て
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
か
ね 

 

水
族
館
の
イ
ワ
シ
の
群
れ
に
遅
れ
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

良
絵 

短 
 

歌 
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米
軍
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
漏

出
認
め
る 

 

多
摩
地
域
の
水
源
井
戸
や

水
道
か
ら
高
濃
度
の
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検

出
さ
れ
た
問
題
で
、
こ
の
間

米
軍
横
田
基
地
で
の
消
火
訓

練
に
使
わ
れ
て
き
た
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
を
含
む
泡
消
火
剤
が
疑
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
に

な
り
米
軍
は
基
地
内
で
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
漏
出
事
故
が
あ
っ
た
こ

と
を
初
め
て
認
め
ま
し
た
。

多
摩
地
域
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

を
明
ら
か
に
す
る
会
が
行
っ 

た
多
摩
地
域
６
５
０
人
の
血 

         

   

液
検
査
で
は
、
半
数
以
上
の

方
か
ら
米
指
標
値
を
上
回
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
、
横

田
基
地
由
来
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に

よ
っ
て
水
道
水
が
汚
染
さ
れ

て
い
た
疑
い
が 

限
り
な
く
濃
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
米
軍
が
認
め
た
以
上

基
地
内
の
土
壌
や
地
下
水
の 

調
査
を
米
側
に
強
く
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
問
題
で
は
防
衛
省
が
２
０

１
９
年
に
は
米
側
か
ら
漏
出

事
故
の
報
告
を
受
け
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事

実
を
隠
ぺ
い
し
て
い
た
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

オ
ス
プ
レ
イ 

 
 

超
低
空
飛
行 

 

米
海
兵
隊
の
Ｍ
Ｖ
２
２
オ

ス
プ
レ
イ
が
国
内
の
山
岳
地

帯
で
行
う
低
空
飛
行
訓
練
の

最
低
高
度
を
現
行
の
１
５
０

ｍ
か
ら
６
０
ｍ
に
下
げ
る
こ 

 

        

と
が
日
米
合
同
委
員
会
で
合

意
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
航

空
法
を
無
視
し
た
最
低
高
度

６
０
ｍ
は
山
岳
地
帯
と
い
え

ど
も
あ
ま
り
に
も
危
険
す
ぎ

ま
す
。
米
軍
は
普
天
間
基
地

の
Ｍ
Ｖ
２
２
に
限
定
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
横
田
基
地

の
Ｃ
Ｖ
２
２
に
適
用
し
た

り
、
住
宅
地
で
も
低
空
飛
行

し
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の

低
空
飛
行
訓
練
は
絶
対
に
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

オ
ス
プ
レ
イ
墜
落

ク
ラ
ッ
チ
の
不
具

合
が
原
因 

 

昨
年
６
月
米
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
墜
落
し
、
５
人
が
死

亡
し
た
Ｍ
Ｖ
２
２
の
事
故
原

因
が
、
ハ
ー
ド
ク
ラ
ッ
チ
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
不
具
合

だ
っ
た
こ
と
を
米
海
兵
隊
が

結
論
付
け
ま
し
た
。
こ
の
事

故
後
、
陸
自
Ｖ
２
２
も
飛
行

を
停
止
し
ま
し
た
が
原
因
を

究
明
し
な
い
ま
ま
飛
行
を
再

開
し
立
川
基
地
に
も
飛
来
し

て
い
ま
す
。
構
造
的
欠
陥
を

抱
え
た
ま
ま
日
本
の
住
宅
地

上
空
を
低
空
で
飛
行
さ
せ
る

こ
と
は
あ
ま
り
に
も
危
険
で

す
。
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
も
陸

自
オ
ス
プ
レ
イ
も
配
備
を
撤

回
す
べ
き
で
す
。 

            

横
田
基
地
公
害
訴

訟
第
１
回
弁
論 

        

 

米
軍
横
田
基
地
の
航
空
機

の
騒
音
で
健
康
被
害
を
受
け

た
と
し
て
住
民
２
４
０
人
が

国
を
相
手
取
り
、
夜
間
、
早
朝

の
飛
行
差
し
止
め
と
２
億
２

千
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

る
「
横
田
基
地
公
害
訴
訟
」
の

第
１
回
口
頭
弁
論
が
８
月
２

１
日
（
月
）
東
京
地
裁
立
川
支

部
１
０
１
号
法
廷
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
１
０
０
名
以

上
の
傍
聴
者
が
詰
め
か
け
傍

聴
席
が
い
っ
ぱ
い
の
中
で
団

長
の
福
本
さ
ん
、
棣
棠
さ
ん
谷

口
さ
ん
が
意
見
陳
述
を
行
い

ま
し
た
。 

横
田
基
地
関
連
情
報 

 

 

 

横田基地の消火訓練用模擬機 

 

オスプレイ低空飛行 

 

 
入廷する原告団 




